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あるひ おじいさんは、 やまへ しばかりに でかけました。

おばあさんは、 おじいさんのために おおきなおむすびを つくってくれました。
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おひるになったので、 おじいさんは おむすびを たべることに しました。

むかしむかし あるところに、 おじいさんとおばあさんが すんでいました。

となりには、 よくばりなおじいさんが すんでいました。

おすすめ絵本シリーズ
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おむすびは、 おかのしたまで ころがると、 

そこに あいていた あなの なかに すとんと おちて しまいました。

よくばりじいさんは くらやみのなかを いったりきたり はいずりまわり 

なんとか あなのそとに でることができました。

さあ、 たべようと くちをあけたとたん、

てをすべらせて おむすびを ひとつ おとしてしまいました。

それからは、 よくばりじいさんは、 こころを いれかえて

むらのひとたちと なかよく くらすように なりました。
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あなのなかは めちゃくちゃに くずれて、 まっくらに なって しまいました。

よくばりじいさんは、ひとり とりのこされて しまいました。 たからものも でぐちも、みつかりません。

「おーい、 だれもいないのか。」

どれだけ おおきなこえで さけんでみても、 ねずみは いっぴきも でてきません。

おじいさんが あなを のぞいてみると、 ふしぎなことに なかから うたが きこえてきました。

うたを もっと きこうとした おじいさんは、 じぶんも あなへ ころがりおちて しまいました。

「よくばるんじゃなかった。」

よくばりじいさんは、 しょぼんと かたをおとして、 とぼとぼと かえっていきました。

「しまったー。」

おむすびは、 ころころと ころがっていきます。

おじいさんは、 あわてて おむすびを おいかけました。

けれども、 おむすびは、 どこまでもどこまでも ころがっていきます。
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すると、 ねずみたちが おじいさんに きがつきました。

「おじいさん、 おむすびを ありがとうございました。」

「おれいに おもてなしを させてください」

あなにおちた よくばりじいさんは、 ねずみたちと たからものを みつけました。

ねずみたちは、 おむすびにむちゅうで、 よくばりじいさんに きがつきません。

「あのたからものは ぜんぶ、 わしが ひとりじめに するぞ。」

「いたたたた。」

あなのなかでは、 ねずみたちが おむすびをかこんで　うたを うたっていました。

びっくりした ねずみたちは、 おおさわぎです ！　

あっちで ドシャン！ こっちで ドスン ！
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よくばりじいさんは、 さっそく おむすびをもって やまへ でかけていきました。

やまのなかを あるきまわり、 やがて あなをみつけると、 わざと おむすびを おとしました。

おじいさんは、 りっぱなせきに あんないされ　おさけや ごちそうを いただきました。

そして、 ねずみたちといっしょに、 たのしい ひとときを すごしました。

よくばりじいさんは、 おおきなこえで ねこのなきまねをしました。なんだか たのしくなってきた おじいさんは、 いっしょに うたいだしました。
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じかんは あっというまにたち、 かえるじかんに なりました。

ねずみたちは おれいに おじいさんに おみやげをもたせると、 でぐちまで おくってくれました。

そのようすを、 となりの よくばりじいさんが こっそり みていました。

「ようし、 わしも もらってきてやる。」

と、 にやりと わらいました。
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はこのなかには、 おおばん こばんが たくさん はいっていたのです　！いえにかえり、 おじいさんと おばあさんは、 おみやげを あけてみて びっくりしました！


